
にある24時間営業の駅前保育所「まつはら保育園」を視察する富田しげゆき衆議院議員



「子育て支援を」求める声、9割超える

『産みたいが産めぬ」実情 少 子 化
保育所を増やす

保育サービスを充実する

育児体業常1度を充実する

柔軟な勤務形態を定着させる

事業所内の証児施設に助成を充実

出産 子育て後に再就職しやすくする

経済的支援を拡充する

不妊相談窓口の整備をする

少子化対策は必要ない

読売新間調査t    そ
のイし、答えない

国民の 3害Jが少

子化を深亥」な問題

としてとらえ何 ら

かの対策を望む人

も9割 強に達する

など、少子化の急

速な進行を厳 しく

受け止めている国

民が圧倒的多数を

76/6
％

１

叫
碗
掛
３０

あまう●配する
必要はない

深刻を問題た '60

／

ｍ
0%

％
醜

％

４ フ10

236

244%
296%

占めることが、読売新聞社が実施 した全国世論調

査で明らかになった。子供がもう一人欲 しいのに

断念する人もかなりの数にのぼっており、出産 ・

子育て後の再就職支援や保育サービスの充実など、

「あと 人ヽ」を可能にするための子育て支援策が強
く求められている現状も浮き彫りになった。

1 3 7 7 %
3 3 9 %

卯靭

子
育

て
を
社
会
全
体

で
支
援

帰
螺
警
整
が
整
総
合
的
対
策
を
提
言

富
田
し
げ
ゆ
き
献
員
が
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
る
ヶ
党
二
会
派
で
つ
く
る
少
子
化
対
策
検
討
会
が
、　
一
九
九

九
年
十
二
月
卜
六
日
、
木
議
院
第

一
議
員
会
釘
で
開
か
れ
、
来
年
度
予
算
編
成
に
向
け
た

「結
合
的
少
十
化
対
策
の
推
進

に
関
す
る
提
言
」
を
ま
と
め
た
．
世
高
は

「１１１
と
　
子
育
て
を
社
会
全
体
で
支
援
す
る
」
姿
勢
を
明
作
に
し
、
子
市
て
に

誇
り
と
喜
び
を
実
は
で
き
る
社
会
の
実
現
が
日
絆
．
ｉ
Ｏ
０
０
年
度
か
ら
の
新
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
米
上
の
策
定
を
掲
げ
、

以
下
の
主
要
な
施
束
を
打
ち
出
し
て
い
る
．

対策を実塀しますゴ

「さくう幼雅国Jに て

米1 )新 エンゼルフラン

●
幼
冊
十．‐
の
機
能
の
多
様
化
や
学
校

の
牛
き
教
■
な
ど
地
域
の
資
源
の
活

用
竹
に
よ
り

地
域
に
お
い
て
ｒ
ど
も

が
の
び
の
び
市
つ
栄
境
を
ｋ
術
す
る
．

Ｃ
装
■
金
制
度
来
―
に
つ
い
て
は

《
当
面
講

す
べ
き
主
要
施
策
》

■
仕
事
と
育
児

の
両
立
支
援

０
市
児
休
業
制
度
に
つ
い
て
は

取
作

■
の
向
上
を
田
る
た
め

市
児
休
米

給
付
の
結
付
ィ
の
引
き
Ｌ
げ
米
せ

荷
児
体
業
を
し
た
労
働
者
の
取
以
抱

姉
に
つ
い
て
の
支
援
＝
＝
の
制
設
な

ど
の
＝
置
を
前
す
る
。

Ｏ
家
族
看
託
休
米
―ｌｉｌｌ
度
の
制
設
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

，

子
育

て
を
支
援
す

る
保
健
福

祉
サ

ー
ビ

ス
等

０
保
市
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
　
併

要
の
多
い
■
十
二
校
の
保
有
所
受
け

入
れ
枠
を
計
画
的
に
拡
大
し
　
人
所

件
ち
を
し
な
い
で
済
む
よ
う
に
す
る
．

０
延
長
供
有

休
Ｈ
保
市

病
後
児

保
奇

保
市
所
の
多
機
能
化
な
ど

多
様
な
一〒
イ
ト≡
一た
え
る
保
市
サ
ー

ビ
ス
を
推
進
す
る
ぅ
ま
た

　

時
保
持

や
有
児
相
畝
作
ｔ
推
辻
す
る
．

●
幼
＝
旧
と
保
市
打
と
の
辻
れ
を
合

め
て
■
ｔ
で
十
市
て
を
す
る
家
庭
を

命
め
た
■
有
て
支
援
を
計
画
的
に
粧

進
す
る
ぅ

０
川
ｋ
１１ｌ
ｋ
味
お
よ
び
小
児
故
急
医

味
体
制
の
　
昭
の
十
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
不
妊
に
関
す
る
相
献
体
制

を
性
備
す
る
．
ま
た
　
不
町
清
掠
に

関
す
る
安
企
画
　
倫
理
由
で
の
阿
赳

や
に
な
け
源
の
梓
組
み
　
効
率
■
の

側
世
に
配
は
し
つ
つ
、
そ
の
適
切
な

支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

■
子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
育

つ
教
育

学
生
か
白
立
し
、
安
心
し
て
学
べ
る

よ
う
に
す
る
た
め
　
希
】
す
る
も
の

企
真
が
貸
与
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
と
と
も
に
　
支
給
方
法
の
Ｗ
力

化
キ
　
借
り
や
す
い
仕
組
み
と
す
る

よ
う
そ
の
充
実
を
図
る
≡

ｎ
一子
育
て
し
や
す

い
住
ま
い

ま
ち
づ
く
り

０
住
宅
供
給
　
融
資
施
策
に
お
い
て

は
、
ｒ
市
て
＝
■
の
広
く
ゆ
と
り
あ

る
付
化
確
保
を
支
拒
す
る
。

Ｏ
住
ｔ
牛
と
保
有
所
牛
の
子
市
て
支

援
施
設
の

一
体
的
ｋ
柿
を
打
進
す
る
。

☆延長保育

☆休日保育

☆病後時保育

☆多機能保育所

十一時保育

現行  新 エンゼルプラン
7,000ヶ列'→ 10,000ヶ刃i

100ケ 所 →  300ケ 所

450ヶ 所 → 500市 町村

1,600ヶ所 - 21000ヶ 所

1,500ヶ所 → 3,000ヶ 所

Ⅲ2000年 1月29日付 読売新聞朝刊よりⅢ



多様な保育ニーズに答えた先進モデルを視寮
宙
□
し
げ
ゆ
き
談
員
ら
は
　
九

九
九
年
十
月
五
ロ
　
ゼ
ロ
歳
か
ら

学
童
ま
で
の
保
声
を

一
貫
し
て
行

っ
て
い
る
私
立

「さ
く
ら
劫
柿
臼
」

（チ
村
起
代
子
日
長
　
東
京
　
世

田
谷
区
）
と
　
中
学
校
の
牛
き
教

室
を
活
用
し
た

「お
と
も
だ
ち
保

有
同
こ
ま
ど
め
」

（河
尻
静
子
口

長
　
世
同
谷
区
）
を
祝
客
し
、
保

育
所
待
機
児
童
の
能
消
に
向
け
た

先
進
的
な
取
り
組
み
を
学
ん
だ
。

さ
く
ら
幼
稚
□
は
通
常
の
幼
稚

日
に
加
え
て
　
延
長
保
育
　
預
か

り
保
育
、
乳
幼
児
保
合
　
学
童
保

育

（小
学
二
年
生
ま
で
）
の
四
つ

初

の
ケ
ー
ス
と
し
て
注
日
を
集
め

て
い
る
．

続

い
て

↓
行
は
、
区
立
駒
留
中

学
校

（中
野
衣
邦
校
長
）
の

一
階

に
併
設

（　
九
九
九
年
四
月
）
さ

れ
た

「お
と
も
だ
ち
保
育
凹
こ
ま

ど
め
」
を
訪
問
。
保
育
□
は
空
き

数
年
を
活
用
し
た
も
の
で
、
分
□

方
式
で
開
設
さ
れ
た
。

保
育
同
を
併
設
し
た
利
点
に
つ
い
て

区
側
は
「開
設
費
用
も
教
生
の
改
修

費
程
度
で
済
ん
だ
う
え
学
校
全
体

の
雰
囲
気
が

な
ご
や
か
に
な
っ
た
．

保
育
日
で
身
近
に
ボ
】フ
ン
イ
ア
活
動

が
で
き
る
の
で
は
」
と
述
べ
た
。

の
保
育
形
態
を

併
せ
持
ち
、
ゼ

ロ
な
か
ら
九
歳

ま
で
の
保
育
を

貫
し
て
実
施

し
て
い
る
．
固

４
只
地
ド
　
階
、

地
上
二
階
）
は

幼
粧
日
と
保
育

日
の
合
突

（が

っ
ち
く
）
で
、

職
員
は
ほ
ぼ
全

員
が
幼
冊
日
教

諭
と
保
有
士
の

両
方
の
資
格
を

収
得
。
学
校
法

人
が
幼
冊
幽
と

保
育
日
の
両
方

を
直
接
　
設
置

経
営
す
る
全
国

夕♂緒

中学校の空き教室に、
保育園の分園を設置

「おともだち保育図こまどめ」にて
'

総合的公
明
党
の
富
用
し
げ
ゆ
き
衆
議
院
議

員
と
千
葉
県
本
部

（代
表
川
吉
野
充
夫

県
議
）
の
女
性
党
員
の
代
表
四
人
は

一

九
九
九
年
十

．月
卜
日
、
東
京
　
と
が

関
の
厚
生
省
を
訪
れ
　
対
羽
雄
哉
厚
相
、

大
野
由
利
子
同
総
括
政
務
次
官

（公
明
）

に
、
「児
童
手
】
制
度
の
抜
木
拡
充
を
求

め
る
署
名
誉
」
を
約
〓
十
人
万
六
千
人

分
の
言
名
前
を
添
え
て
子
た
し
た
。
こ

の
署
名
は
　
同
県
本
部
に
設
置
し
た
少

子
化
対
策
推
進
本
部

（富
田
本
部
長
）

が
十
　
十
　
月
の
ニ
カ
月
間
に
県
下
全

域
で
生
め
た
，

情
上
　
富
田
氏
は
　
少
子
高
齢
化
が

進
む
な
か
　
実
効
性
の
高
い
児
童
子
当

制
度

へ
の
抜
本
的
拡
充
が
不
可
欠
だ
と

強
く
要
望
し
た
。

２
０
０
１
年
を
め
ど
に
児
童
手
当
を
拡
充

こ
れ
に
対
し
■
羽
厚
相
は
　
ズ
材
名

の
数
は
）
す
ご
い
数
だ
、
児
童
手
当
制

度
は
少
子
化
対
策
の
大
き
な
柱
で
あ
り
、

大
変
に
結
構
な
こ
と
だ
ｔ
た
だ
同
時
に
、

町
源
の
問
題
を
ど
う
や
っ
て
い
く
か
を

考
え
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。

ま
ず
未
就
学
児
ま
で
拡
大
。

さ
ら
に
充
実
を
！

右
の
要
望
を
受
け
政
府
は
、
二
●
●

●
年
度
に
お
い
て
支
緒
対
象
を
小
宇
校

就
学
前

（満
六
歳
の
誕
生
日
か
ら
初
め

て
迎
え
る
二
月
〓
■

一
日
ま
で
）
ま
で

に
引
き
上
げ
　
必
要
な
財
源
を

一●
●

●
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
措
置
し
た
。

加
え
て
、
与
党
三
党
は
二
●
，

一
年
を
め
ど

に
東
な
る
拡
充
を
目
指
す
旨
合
意
し
た
。

県下38万人分の署名簿を丹羽厚生大宮へ提出する
富口議員と公明党女性局のメンバー (1999年12月10日)

※2)育 児休業給付金

2000年度予算で、25°/0⇒40%へ 引き上げ
平均56,000円→H00,000円へ大幅アップ

※3)奨 学金制度

昨年度の大幅拡充に引き続き 今 年度も
貸与人員46000人 増加



☆
富
日
議
員
、
浜
四
津
代
表
代
行
と
自
主
運
営
の
学
校
を
訪
問
☆

アメラジアンに教育保障をゴ
米人男性と沖縄の女性の間に生まれた子 《Ⅲ学 卒 業 資格 付 与 へ 〉
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ちヽ

十■|十
1
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と ||
「アメラシアン スクール イン オキナワJを訪問し
子ともたちを励ます富田しげゆき議員ら

ア
メ
ラ
ジ
ア
ン
剛
題
の
現
状
に

つ
い
て

浜
四
津
代
表
代
行

向
保
議
畳
と
共
に
、
ア
メ
ラ
ジ

ア
ン
の
お
け
さ
ん
の
訴
え
に
其

剣
に
耳
を
か
た
む
け
る
常
田

し
げ
ゆ
き
議
員
。
　
一写
真
右
≡

r、、「
ア
メ
ラ
ジ
ア
ン
の
教
育
権
を
考
え
る
会
」
セ
イ
ヤ
ー
　
ミ
ド
リ

代
表
か
ら
の
手
紙
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
九
九
年
二
月
八
日
）

(H999年 6月Ⅲ2日 沖 縄県宜野湾市)
i ttlE■ ■11

稲嶺知事と会談 し ア メラジアンの
学歴保障につも`て要請

(1999年6月12日 沖 縄県庁)

中
学
卒
業
資
格
を
与
え
、
高
校
進
学
へ
道
開

―
　
――
「
刊
――
■
Ｗ
忙
■

≡
，
■
■

か
れ
る
１
　
！

沖
札
叫
■
町
れ
市

の
数
市
宏

改
会

は

‐ｌｉｌ
”
大
山

の
“
卍
可

の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
■

一
７

■

，

ジ

ヤ

ン

ス

ク

ー

ル

　

イ

ン

　

オ

キ

十

，

一

一
セ

イ

ヤ

ー

ミ

ト
，
代
よ
≡
≡
近
う

米
Ｔ
人
や
＝
Ｈ
と
地

工
々
＝
と
い
ｌｆｉｌ
に
■

ま
れ
た

「
ア
′
ラ
ン

ア
ン
」
と
呼

‐ま
れ
る

十
ど
ｔ
■
ち
の
十
付

の
性

い
に

つ
い
て

位
■

の
キ
品
！
″
あ
る

な
と
の
川
件
を
出
た

を
Ｌ
　
れ
作
す
る
小

巾

ヤ

校

い
■

性

て

―――
情
投
い
　
と
し
て

よ
ｔｉ
ｔ
す
る
ヶ
■
を

よ
め
■

沖
礼
叫
内

ｔ
ｉ
蛇

任
　
＝
ｔ
で
的
　
子

人
の
ア
ど

ブ
ジ

ア
ン

が

い
ち
　
止
ヤ
■
怖

≡
辻

し

，
十
ど
も
た

ち
の
”

■
は
　
両
親

の
加
付
な
ど
て
小
地

内

り
■
性

に
”
え
な

く
な
り
　
地

た
の
十

■
に
は
性

　
い
じ
め

や

‐ｉ
性

の
■

″
５
４

，
枝

に
な
る
ケ
ー
ス

も
，

い
同

ス
ク
ー

■
は
仕

ら
い
　
■
，
込
み
―

一

に
な

「
て

い
る
　
た

か
　
出
ェ
旭
ヤ

ア
ク

ー
ル
で
は
　
■
共
し

て
ｔ
日
本

の
■
性

や

市
校
受
岐

の
い
格
か

件
ら
れ
ず
　
，拘
～
炊

荷
を
■
，
る
■
は
世

ょ

り
通

し
ホ
な

い

――
十
よ
に
か
タ

ト
ア

メ
，
シ
ア
ク
に
と
っ
て

汗
市
的
に
不
可
性

に

地

中
の
力
批
■
た

い
れ
な
Ｌ
　
一
，
町

か
ら
の
迎
―十十
■
一め
ざ

し
　
た
く
　
市
内

い

す

べ
て
の
小
　
巾
ヤ

枚
に
あ
て
に
逆
症
を

――‐
す九
ど
■
性

中
文
＝

刑
ｈ

て
は
　
民
問
地

一に
に
通

い
な

か

ら

一出
い
は

い
」
に
な

っ

た
ｒ
と
も
た
ち
は
↑

円

ｒ
Ａ
“
よ
―
六
人

い
た
　
沖
札
叫
て
１１

今
‐―――
の
ケ
ー
ス
か
初
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■
一
い
つ
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申固陳画書彬果にか攀機桑戯

四 賤工式奥に招待_きれる

〈写真下》
地元の小学生たちと記念撮影 (後ろは、歓迎す
る李西村の人々)

1999年8月24日から同月27日まで、李西美整小学校の竣工式典に招待され 中国を訪問しました。

先の国会報告 (特集号)でお伝えした様に、富田しげゆきの法律事務所が顧問をつとめる1株1成田

空港美整社が、官口の仲介により、昨年2月に建設資金を寄付し、今回完成したものです。

村中あげての大歓迎と、子供達が本当に喜んでくれ、感動的な旅になりました。
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完成 したはかりの校舎 (教室棟)



内 ,

新たな導大が予定されている住民基本台巾「ネットワークシステ
ムは す べての国民の住民車に10ケタのコー ド番号を付け 氏 名
住所 生 年鳥□ は 局Jのと情報とともにコンピューターのネットワ
ーケに乗せ 全 国とこても本人忙認を可能にするtJのc高 度惰軒
化社会にモ応して 住 民サービス向上や行政事務の力子に役立つ
と軸行されている.

その一方て 個 人フライAシ ー保譜の観点からはP98減点も多く
|□人信様の流用やさ圧への懸念)指 摘されている。このため目日
しげゆき議員は、同ネットワークシステム実施の前提案作として
民間をも対象にした包括的な個人情報保護法を制定し 懸 念を解
消することが不可欠だと主張。

自民 自 由両党がこれを受 す入れ 「法告の加行に当たって 政
府は 個 人惰事保護に万全を期するため 速 やかに 所 要の措置
を話するものとするJと の付貝Jを書きtBえ 法 真を修正した。
1999年6F10日  衆 議院地方行取委員会で 富 日しけゆき議員
は、」ヽメ!首相に 「1彦正案に書き加えられた所要の措置をどのよう
に認識し、取り組んていくのが」見解を求めた。

一

・一・！」
一
′
」

イ

と本

これに対し小渕首相は 「住民基本台帳ネットワークシステムの

増 実施に当たつては、民間部P3をも対象としたイ国人情報保護に関す
る法整備を含めたシステムを速やかに整えることが前提であるJ
と誉え 民 国まで対象にした個人情=腺 護法市J定を含めたシステ
ム整信が 同 ネットワークシステム運用開始の前提になるとの認
識を明忙に示した。
この国の首相誉弁によって 政 府と国会の双方で 民 間をも対
象にした|□人情報保護対策が本格的に進められることになる。答 弁 す る 小 メJ

《個人情報保護法制定化への歩み》
③与党三党、3年以内の法制化を確認 (1099年 6月4日 )

↓
⑤イ悧 継理.衆 議院地方行政委員会で答弁 (同年6月 10日 )

↓        米 上記記事参照
③与党三党.個 人情報保護システム検討会を設置し法制化へ向け
検討開始 (同年6月24日 )

↓
③取席の高度情報通信社会推進本部の個人情報保護検討部会が甚
本法制定を報告 (同年11月 10日 )

↓
0与 党三党、「個人情報保護システムの基本的枠組みについてJ
取りまとめ、公表 (同年11月 30日 )

↓
③政府の高度情報通信社会推進本部が 「我が国における個人情報
保護システムの中核となる、基本的な法前の積立に向けた具体
的な検討を進める」と決定 (同年12月 3E)

↓              ‐
0法 律養策定のための、個人情報保藤法制化専門委員会発足  ■

↓
02001年 通常国会へ法案提出 (予定)

検討会で民間部門を含めた、
包活的な個人情報保護法の
制定を強く主張する冒田議員

人情IR保護システム検討会に参加 (1999年 6月24日)
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提言では、1998年ヽ 2月 日ヽの NPO法 施行以来、この1年間に|,005団体が法人格を取得 (1999

年lH月26日現在)じ  確 実に定着しつつあることを指摘した上で、今後、さらに自主的な活動

を自立的に行っていくためには、税制   |

NPO議 員連盟総会
面でのほ遇措置が不可欠であると強詞.

具体的にはNPO法 人の うち、一定

の実績 を認められた認定 NPO法 人

(仮称)に 対 して'個 人が寄付 した場合

は最高100万円所得控除か寄付金の2害J

相当の税額控除″法人は最高500万円の

所得控除か寄付金の2害1相当の税額控除
― を認める優遇税制措置の倉1設などが

1主となっている,

【写真右】NPO言I貞.瑠‖会に出席する官国議員
(左わ)ら2人 目|
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震交で使用した仮設住宅 千

1,000戸の提供を決定して

いるが 今 後 不足が予想

されるのて 特段の四:岸を

お摩いtャたい。

☆申し入れ事項☆
コ1日本政府は阪約 状 蕗大

を阪神 淡路大震炎の7f訓 |

を込まえた被災者故振 枚 |

災地復興にかかわる法的整 |

侑などの技術的_t援 被災 |

児童の心のケアを含めた医 !

療体行Jの支lFに力を注くこ |

と.           !

Ⅲ全lFした台中日本人学校
の再建について 地 讐Jれが
ひど< 同 じ場所での円連
は困難であることから 新
たなと地の確保など さま

|ざまな方面からの支援をお
I FFDいしたい。
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台湾から帰回後のHO月4日に、小メ1総理大臣 野 中官房長官へ台湾大震災に対する
申し入れを行う富田しげゆき衆議院議員(右端).左 から野中広務官房長官 小 法1恵三
総理大臣 赤 /33-嘉衆議院議員 (公明党国際局長) 申

し
入
れ
1999fF
10月4日

地面を走る亀裂を注視する 富 田しげゆき議員 現地の対策本部へ救張豪全と懐中電灯を届ける

被災地へ飛び皆様からお寄せ頂いた義援金と物資を届けてまいりました。
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1999イIt10'j4「i

小渕総理に対する台湾大地震支援要請に対し、

文部 省・外務省がすばやく対応 !

台申ヨ本メィ学減再と′`夕!
O経 験豊かな臨床心理士(カウンセラー)、教育復興担当教員を派遣

☆本校舎の建設費用 4億 円の援助も決定        |

11月9日 支教雲員会て支援を訴える富田議員全壊の合中日本人学校


